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政　策　カ　ル　テ

２．政策の評価

 ⑤政策を
 取巻く環境

１．政策の位置づけと目標

 ③取組の
 　基本方向

 ④目　標

健全な青少年を育成する

 ①政策の柱

青少年を取り巻く環境の変化に伴い，コミュニケーションや自立に不安を抱えている青少年が増加し
ており，また，非行や問題行動に対する青少年自身の規範意識が低下している。こうした中，将来へ
の夢や希望を育みながら，社会の一員として健全な社会生活や活動を営める青少年を育成するととも
に，社会環境の浄化や青少年の規範意識の醸成を図ることが重要となっている。

　政策指標の進捗状況は，3.5ポイント下がっているものの，巡回指導による被指導者数は減少している。各施策の状況については，「青少年の社会的自立の促進」の指標は単年度評価を行うことができないが，「非行・問題行動の未然防
止」の指標は100％の達成率である。両施策とも重要度が高いことから，「青少年の社会的自立の促進」については，青少年が自立して活動するために何が必要なのか現状を的確に把握するとともに，地域・青少年関係団体・学校等と一層
の連携強化を図り，事業を推進していく必要がある。「非行・問題行動の未然防止」については，巡回指導員を始め，警察，学校及び各種団体と連携しながら，有害環境の浄化や問題行動の早期発見などに努めていく必要がある。
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Ｈ24：目標 進捗状況

32.0% 43.8%

Ｈ22Ｈ20

施 策 の 指 標

2 3,5002,883巡回指導による被指導者数（人） 3,537非行・問題行動の未然防止

青少年の社会的自立のためには，異世代交流などを通して人間性や社会性を養うこ
とや，地域社会全体で青少年を育成する環境づくりが重要である。これまで，地域
における青少年の居場所づくりや青少年育成市民会議への支援，青少年自立支援対
策などに取り組んできた。青少年の自立支援対策については，平成20年度に青少年
自立支援センターを開設し，いわゆるニートやひきこもりなど自立に困難を抱える
青少年を支援するための体制整備を行ったところであり，今後は，家庭に潜在化す
るニートやひきこもりといわれる青少年の掘り起こしに努めること。
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３．政策を構成する施策一覧

 ○現状と
 課題の分析

②　施　策　の　達　成　状　況

Ｈ19：基準
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№ ①　施　策　名

主管課

 ⑥政策指標
 の進捗状況

Ｈ21

 ②政策名 5

14.0%

「健全な青少年を育成する」ため，青少年が社会の一員として役割と責任を果たしていくための
「青少年の社会的自立の促進」，青少年が非行や問題行動などを起こすことなく，健全に生活し
ていくための「非行・問題行動の未然防止」に，重点的に取り組みます。

青少年自身が規範意識を持ち，非行や問題行動を起こすことなく，社会の一員として充実した生活を
送っています。

子ども未来課

青少年が，社会の一員としての自覚を持って，充実した生活を送っていると感じて
いる市民の割合

Ⅱ 市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために

政策の指標

満足度 重要度

④市民の意識

Ｈ19：基準 進捗状況
③　施　策　の　二　次　評　価

Ｈ20 Ｈ24：目標

有害環境の浄化や青少年の非行・問題行動の早期発見には，巡回指導をはじめ，地
域での青少年の見守りが重要である。青少年巡回指導員による被指導者数は減少し
ているものの，青少年犯罪の低年齢化や凶悪化など，青少年を取り巻く環境は厳し
いものがあることから，青少年巡回指導員に対する研修の充実を図り，携帯電話や
薬物乱用など新たな課題に対応できるよう，巡回指導活動の向上に努めること。

青少年の社会的自立の促進
若年者（15～34歳）における非労働者
（家事・通学を除く）の割合（％）

1.10 ― 1.00 ―

100.0%

24.3% 77.3%

18.4% 81.2%


